
表紙の解説

写真：© 中山  仁史 /K２.

色内銀行街

　色内銀行街は、かつての繁栄を今に伝える金融機関の建物が集中している地域で、歴史的建
造物としての価値が高いです。写真には、旧手宮線、旧日本銀行小樽支店、旧三井銀行小樽支
店、旧第一銀行小樽支店、旧北海道銀行本店、旧北海道拓殖銀行小樽支店、旧三菱銀行小樽支
店など、多くの重要な建築物が写っています。
　これらの建物は、現在では美術館やレストランなどに活用されており、地域の文化と歴史を
伝える重要な役割を果たしています。訪れる観光客には、これらの建物の豪華な外観や内装、
そしてそれらが持つ歴史的背景が魅力的に映ることでしょう。

編集後記
　この度、ガバナー月信の第５号を皆様にお届けすることができ、心から感謝申し上げます。
松浦ガバナーの年度が始まってから早いもので５ヶ月が経過しました。この期間、松浦ガバナー
による各クラブへの公式訪問が無事に全て終了しました。
　私たちは、松浦ガバナーに同行し、様々な地域のクラブを訪れる機会に恵まれました。それ
ぞれのクラブが持つ独自の特徴や運営の工夫を目の当たりにし、多くの学びを得ることができ
ました。各クラブの熱意と情熱は、私たちにとって大きな刺激となり、今後の活動に活かして
いく重要な財産です。
　これからも、ガバナー月信を通じて、皆様に有益な情報をお届けしてまいります。今後とも、
ご愛読いただきますようお願い申し上げます。

ガバナー月信委員会　中山仁史

ガバナー事務局だより
　地区大会、公式訪問と順調に主要カレンダーが終了している今日この頃です。北海道の長い
冬がまさに目前に迫っている 11月です。各クラブ会長、幹事の皆さまもスタートダッシュか
ら中盤に差し掛かり各種奉仕事業に尽力されていると思います。
　ガバナー事務所スタッフは、地区大会の残務処理、来年 1月ガバナー補佐会議に向けて準備
中となっております。まだ残り 7ヶ月以上が残っております。今後ともご協力のほど、よろし
くお願い申し上げます。

地区代表幹事　斎藤　仁
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